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吸着クロマトグラフ ィー又はパーチションクロマトグ

ラフ ィーにおい て，固定相である充 填剤（シリカゲル・

澱粉) 又はm 紙の代りに被服材料である布地を使用した

場合のクロマトグラフ ィーの可 能性につい て研究を行な

った。
前報( 第15回　九州 家政学会) アミノ酸及び 糖類を各

種布地を用い てパーチションクロマ ト グ ラ フ ィーを 行

い ，そのRf 値が布地の種類によって異ることを発表し

た。

2. 本報告におい ては上昇式 一次元法でクロスパーチ

ション クロマトグラフ ィーを行なう上におい て基礎とな

る次の各項目の実験を行なった。

(イ)試料の塗布量の影響

(口)塗布試料の濃度の影響

(ハ)展開用布地の巾の影響

(ニ)展開用布地の布目の影響

(ホ)展開溶剤の組成の影響

3. その結果は繊維の組成，糸の性質，布の組織など

に よって異なり，一 例としてア ミノ酸( ア ラニン) をア

セテ ート布地に展開した場合,   3% ア ラ ニ ン 水 溶 液 を

0. 001ml (0. 03mg) 塗布し布巾20mm の布地にブタ ノー

ル：酢酸：水(4  ：1  ：2) の展開剤を用い た場合のRf ＝

0.18で再現性は良好であ った。


